
ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩
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現
在
の
桃
山
一
丁
目
の
土
手
昭

三
さ
ん
宅
の
庭
先
に
、
草
書
体
で

｢

出い
ず
み
お
う

海
翁｣

と
彫
っ
た
自
然
石
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
御
茶
屋

が
鼻
に
あ
っ
た
別
荘
の
跡
地
付
近

に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

「
鹿
籠
絵
図｣

に
一
致
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
石
造

物
は
鹿
籠
地
域
の
歴
史
を
語
る
重

要
な
文
化
財
で
あ
る
と
同
時
に
、

近
世
の
新
田
開
発
の
実
情
を
知
る

上
で
貴
重
な
歴
史
的
資
料
で
も
あ

る
。
大
切
に
保
存
し
後
世
に
伝
え

る
価
値
が
あ
る
。

  

〔
第
137
回
〕
　
鹿
籠
新
開
築
堤
潮
留
事
業
完
成
記
念
石
碑
　
そ
の
四

　
※｢

そ
の
一
～
三｣

は
、
平
成
26
年
８
月
号
～
10
月
号
に
掲
載

　
開
墾
し
た
新
し
い
田
畑
は
古

く
か
ら
あ
る
熟
田
（
前
田
）
に
比

べ
て
生
産
力
が
低
い
。
そ
こ
で
、

｢

鍬く
わ
し
た
ね
ん
き

下
年
季｣

と
い
う
、
年ね

ん

ぐ貢
や

諸し
ょ
や
く役
免
除
の
特
典
が
与
え
ら
れ

た
。
無
年
貢
措
置
期
間
や
特
典
の

内
容
は
、
田
、
畑
、
種
籾
等
場
合

に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
。
や
が
て

｢

見
取
り
米｣

を
取
り
、
そ
の
後

そ
の
土
地
の
生
産
力
を
確
定
す
る

地じ
づ
め
け
ん
ち

詰
検
地
が
行
わ
れ
た
。

　
普
通
、町
人
請
負
新
田
の
場
合
、

開
発
後
は
資
金
を
出
し
た
町
人
が

新
田
地
主
と
な
っ
た
。
ま
た
、
周

辺
村
の
末
子
や
田
地
が
少
な
く
分

家
で
き
な
い
二
・
三
男
や
零
細
農

民
の
入
植
者
が
自
立
す
る
機
会
を

与
え
て
い
た
。

　
鹿
籠
新
田
の
範
囲
を
示
す
絵
地

図
が
あ
る
。｢

鹿
籠
地
図｣

（
難
波

家
蔵
）
は
、
天
保
12
年
（
１
８
４
１

年
）
頃
の
彩
色
さ
れ
た
絵
図
で
、

鹿
籠
中
・
鹿
籠
下
、
鵜
崎
地
区
の

干
拓
地
を
示
す
全
体
図
で
あ
る

（『
安
芸
府
中
町
史
』
第
２
巻
69
頁

参
照
）。
も
う
１
枚
は
原
図
か
ら

摸
写
し
た
図
（『
安
芸
府
中
町
史
』

第
１
巻
292
頁
参
照
）
で
、
新
開
の

ほ
ぼ
中
央
北
寄
り
部
位
に
中
心
農

道
と
そ
れ
に
直
交
す
る
道
を
設
定

し
た
極
め
て
企
画
性
に
富
ん
だ
図

で
あ
り
、
耕
地
は
短
冊
状
に
整
然

と
１
～
７
番
と
地
割
し
、
さ
ら
に

各
地
割
は
１
枚
ご
と
の
田
畑
に
区

画
さ
れ
、
一
筆
ご
と
の
面
積
と
年

貢
高
が
記
入
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
２
枚
の
絵
図
面
に
見
え
る

地
割
５
番
と
６
番
の
境
に
上
部
を

平
ら
に
削
平
し
た
舌
状
の
台
地

を｢

御
茶
屋
が
鼻｣

と
い
い
、
こ

こ
に
開
発
者
の
伊
豫
屋
は
別
荘
を

構
え
贅ぜ

い

を
尽
く
し
た
と
い
う
。
ま

た
、
地
割
７
番
の
東
の
堤
跡
に
石

垣
を
設
け
、
中
に
石
碑
と
松
を
植

え｢

塚
松｣

と
呼
ん
だ
記
録
が
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
別
荘
（
御
茶

所
）
は
18
世
紀
中
ご
ろ
に
は
家
業

が
衰
え
た
た
め
解
い
て
い
る
。
し

か
し
６
代
目
当
主
は
綿
改
所
（
取

引
所
）
を
設
け
頭
取
に
な
っ
て
い

る
し
、
７
代
目
は
銀
札
元
役
を
務

め
て
い
る
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田
　
禎
昭

府中町環境センター(八幡四丁目1–1）　☎286ｰ3266

正しいごみ出しにご協力を環境センター
からのおしらせ

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

午前８時３０分までにごみステーションへ出してください。

ごみの 特 別 収 集

※環境センターへのごみの持ち込みは受け付けていません。

家庭ごみの持ち込み

　ゴールデンウィーク前後は、環境センターへのごみの
持ち込みが多く、大変混雑します。事前に、正しくごみ
を分別し、持ち込んでください。
　受付日時　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　　午前9時～11時30分/午後1時～ 3時30分

５/４
（月/祝）

普通ごみ（月・木曜日収集地区）

有価物（月曜日収集地区）

５/５
（火/祝）

有価物（火曜日収集地区）

普通ごみ（火・金曜日収集地区）
大型ごみ
(宮の町四・五丁目、八幡二丁目13）

５/６
（水/振替休日）

有価物（水曜日収集地区）

「平成27年度家庭ごみの正しい出し方」
記載誤りについて（お詫びと訂正）

　「広報ふちゅう3月号」と一緒に配布した、「平成27年
度家庭ごみの正しい出し方」の5ページ「祝日等の収集
品目一覧表」に次のとおり誤りがありました。

■平成28年3月21日㈪振替休日の特別収集
　鹿籠一丁目　（誤）大型ごみ収集あり　（正）収集なし
　鹿籠二丁目　（誤）収集なし　（正）大型ごみ収集あり

土手昭三さん宅の庭先にある「出海翁」と彫った石


